
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

40.5

33.3

9.9

4.5

0.9

1.8

0.9

8.1

0 10 20 30 40 50

自宅（アパートなど）

民間施設（宿泊所など）

緊急就労居住支援事業の

借り上げ住宅
社会福祉推進事業の借り

上げ住宅（ゲストハウス等）

旅館

都市公園、河川、駅舎、道

路、その他

その他

無回答

％

n=111

21.5

21.5

18.3

19.4

12.9

6.5

0 10 20 30

２万円未満

２～５万円未満

５～10万円未満

10～15万円未満

15万円以上

無回答

％

n=93

54.8

29.0

4.3

11.8

0 20 40 60 80

長く続けたい

しばらく続けたい

長く続けたくない

わからない

％
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21.2

39.4

30.3

9.1

0 20 40 60 80

受けたい

受けたくない

わからない

無回答

％

n=33

無回答

1.8%

なし

52.3%

あり

45.9%

n=111

14.8

5.7

13.6

17.0

38.6

0.0

3.4

9.1

1.1

0 10 20 30 40 50

清掃

ヘルパー

生活支援（宿泊所の日

勤・夜勤等）
職員の補助業務（緊急

就労・居住支援事業）

配膳

給食センター（調理）

ドライバー

その他

無回答

％

n=88

受給して

いない

29.7%

受給して

いる

70.3%
n=111

図 8 ふるさとの会での業務内容 
 

図 9 １か月あたりの収入 
 

図 10 仕事の継続意向 

図 1 性別 図 2 年齢構成 図 3 現在の住まい 

図 5 生活保護の受給状況 

図 6 今後の受給意向 
＜未受給者＞ 

図 7 今後の受給意向 
＜受給者＞ 

図 12 疾病既往歴の有無 

図 15 ＧＨＱ２８総合判定結果 

①ケア付き就労利用者のプロフィールと就労状況 

 ケア付き就労利用者のプロフィールは、男性が 9割、年齢は 23歳～80歳と非常に幅広い。現在の住

まいは、自宅や民間施設（宿泊所等）利用者が多いが、過去に家を失った経験のある利用者が 3分の 2

を占めている。 

 経済面では、生活保護を受給している利用者が 7割を占めるが、生活保護受給をやめたいと考えてい

る受給者も 2割程度を占める。 

就労状況では、ふるさとの会で担当している業務では「配膳」や「清掃」、「生活支援（宿泊所の日勤・

夜勤等）」、「職員の補助業務（緊急就労・居住支援事業）」などが中心であり、約 3割の利用者は１か月

あたりの収入額が 10 万円を超えている。また、利用者の 8割以上が仕事を続けたい意向を持っている。 
②ケア付き就労利用者の抱える困難さ 

 健康状態に関して何らかの疾病を抱えでいる利用者は半数近くを占める。また、障害者手帳を持ってい

たり、読み書きに苦労している利用者もそれぞれ１割程度みられる。神経症者の症状把握や迅速な発見な

どメンタルヘルスの評価に利用されている GHQ28 により回答者の主観的健康状態をみると、利用者の半数

は「問題あり」と判定されており、特に 20～39 歳の利用者では 85%がメンタル面の問題を抱えていること

が明らかとなった。 

ふるさとの会のケア付き就労利用者の意識とプロフィールに関する調査結果の概要【速報版】 

 本調査の目的は、「ケア付き就労利用者が具体的にどのような支援を必要としているのか（ケア付き就労

利用者のニーズ）を明らかにするとともに、「四重苦」を抱える高齢者への支援の可能性を探る」ことにあ

る。特に、ケア付き就労利用者のニーズとしては、就労に従事したり、就労継続するための条件や要因（＝

自立を促すための支援のあり方）がどのようなものかを明らかにすることが最終的な目的である。そのた

めの第一段階としてケア付き就労利用者の実像を把握し、支援内容や関わり方等の整理を目的として、本

調査を実施した。なお、ここでは、現在ふるさとの会を利用しながら就業準備中で、今後ケア付き就労利

用者となる可能性のある方を含めて、「ケア付き就労利用者」としている。 

  

男性

89.2%

女性

10.8%

n=111

18.9

24.3

28.8

27.9
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20～39歳

40～49歳

50～59歳

60歳以上

％

n=111

65.4

23.1

10.3

1.3

0 20 40 60 80

これからも受給したい

やめたい

わからない

無回答

％

n=78

【疾病既往】 

○心疾患（狭心症、心肥大等）4名 

○消化器系疾患（胃・十二指腸潰瘍等）8名 

○肝臓疾患（肝硬変等）3名 

○糖尿病 9名 

○高血圧 11名 

○神経系 3名 

○脳梗塞 3名 

○筋骨格系（変形性関節症・腰椎症等）7名 
 

【疾病既往】 

○結核 3名 

○喘息 2名 

○免疫系疾患（HIV等）3名 

○うつ病 6名 

○不眠症 4名 

○適応障害 2名 

○統合失調症 1名 

○その他 11名 

45.0

50.5

4.5

0 20 40 60

問題なし

問題あり

不明

％

n=111

48.5

66.7

85.7
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40～49歳(n=27)

50～59歳(n=32)

60歳以上(n=31)

％

図 16 ＧＨＱ２８総合判定結果 
問題あり割合＜性別・年代別＞ 

ない

32.4%

ある

67.6%

n=111

図 4 過去に家を失った経験 

図 13 障害者手帳 

苦労して

いること

がある

9.9%

特に問

題はない

88.3%

無回答

1.8%

n=111

34.6

26.9

43.6

48.7

29.5

9.0

0 10 20 30 40 50 60

やっている仕事が楽しい

職場の人が楽しい

仕事にやりがいがある

仕事が自分にあっている

他に仕事がない、みつからない

その他

％

n=78

図 11 仕事を続けたい理由 
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無回答
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図 14 読み書き 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

48.6

38.7

37.8

36.0

35.1

31.5

28.8

28.8

27.9

1.8

10.8

0 10 20 30 40 50 60

住まいの心配がなくなった

仕事の心配がなくなった

生活が安定した

精神的に落ち着いた

生活のリズムができた

前向きに考えられるようになった

お金の心配がなくなった

他の人とのコミュニケーションが

増えた

働く意欲が出てきた

その他

変わったことは特にない

％

n=111

＜仕事をしていて楽しいこと（記載内容抜粋）＞ 
○他者とのかかわり 
・人との関わりができるので楽しい。／・人と接すると生きていて良

かったと思う。／・職員や利用者の顔を見られたとき。 
・誰かの役になっていると感じる。／・他人の世話が好き。 
○コミュニケーション 
・利用者とのコミュニケーションがとれたとき。／・お話ししてくれ

る人がいて、人と話をすることが楽しい。 
○感謝の言葉 
・「ありがとう」とか「うまかったよ」とか「顔を見なかったから寂し

かったよ」等声をかけられ、うれしかった。／・感謝の言葉を聞く。 
○やりがい、達成感 
・人と接したり、掃除の仕事が楽しいから。／・張り合いがある。 
・達成感があるから。やりがいのある仕事だから（人のお世話をする

こと）、人のためにしているということに対してやりがいがある。 
＜仕事をしていて辛いこと（記載内容抜粋）＞ 

・利用者の仲良かった方が移動したり亡くなったりしてしまうと寂し

くなってしまう。／・利用者の悩みや相談を聞いたとき。 

図 18 仕事をしていて楽しいこと、辛いことの有無 
 

◎利用者への支援事例（関係者インタビューより） 

・ギャンブル依存症を抱える利用者への雇用と生活の支援 

【失業+犯歴+ギャンブル依存+ホームレス→生活保護申請→就労支援ホーム入居→仕事の紹介→職場での協働作業→職

場が居場所に→ギャンブル→生活支援（金銭管理）→安定→転宅を検討】 

40 代男性。クリーニング店をリストラされ生活困窮。生活保護申請後、就労支援ホームに入所。はじめは就労の意欲が

みられなかったが、4 ヶ月経過したころに、就労支援ホームの担当職員に仕事の相談をし、ふるさとの会の高齢者向け住

宅の清掃に採用された。就労後は、マニュアル通りの仕事をこなしていたが、職場の責任者が一緒に仕事をしたときに

清掃技術の高さに気付き、信頼して任されるようになった。いまではすっかり職場に定着し、仕事が終わっても入居者

とテレビを観ながらコーヒーを飲んだり、肩をもんだり。雑談するなどして、和やかに生活をするようになっている。

生活面では、ギャンブルにのめりこんでしまう問題を抱えているため、ケースワーカーと話し合い、当面は担当職員が

金銭管理を行うことにした。家賃と生活費を確保することで、生活も仕事も安定し、アパートへの転宅準備をしている。

転宅後も金銭面や生活のサポートのアフターケアが必要であることは、担当職員とケースワーカーの間で共有している。 

・DV 被害者の就労支援 

【離婚→生活困窮→生活保護申請→自立支援プログラム→就労体験→中断（うつ・引きこもり状態）→地域イベントに

参加→就労希望→仕事の紹介→軽労働からスタート→職場での協働作業→自信を回復→ステップアップ（チャレンジ）】 

夫の DV 被害を受け、離婚後生活が困窮し、生活保護を申請。当法人の就労体験（ヘルパー）に参加されるが、本人か

らは、「私はちょっと、人と関わりたくないし」と拒否的な発言があった。その後、相次いで身内が無くなり、訪問や電

話などで定期的に声掛けやイベントの案内等を行ったが、拒否的であった。その後も声をかけ続けたところ、イベント

参加をきっかけに、初めて「働いてみようかな？」との発言があった。ふるさとの会の高齢者向け住宅の配膳・皿洗い

の仕事を紹介し、就労支援職員と一緒に見学、採用となった。最初の頃は、オドオドし、自信なさげで、利用者とはほ

とんど会話することもなかったが、職場の責任者と一緒に仕事をしていくうちに、職員を介して、利用者と話をするよ

うになっていった。仕事をするうちに、職員に家族の話をするようになった。また、仕事に行くようになってから、息

子に「行ってらっしゃい！頑張ってね」と声を掛けられるようになり、仕事に対しる意欲と自信を取り戻していった。

週に一度の就労から、働くことの楽しさ、生きがいを見つけ、今は小売業の面接にチャレンジしている。「仕事をしなさ

い！」ではなく。彼女が「仕事に就いてみようかな？」と思うように、小さなきっかけづくりと、就労先で職員がより

そい、支援した事により、次のステップへいくきっかけを提供した。 

③ふるさとの会利用による生活の変化 

 ふるさとの会を利用することで利用者の多くは生活面でのプラスの変化があったと回答している。住ま

いや仕事の心配がなくなったことにより、精神的な面（落ち着いた等）や生活行動面（規則正しい生活等）、

意欲面（仕事に対する意欲、前向きに考えられる等）、他者への配慮（他の人のことも気にかるようになっ

た等）などの変化があったと回答している。 

図 17 ふるさとの会を利用して変わったこと 

④「四重苦」を抱えた高齢者への支援業務に対する意識 

 ふるさとの会での仕事に対して、回答者の半数が「仕事をしていて楽しいことがある」と回答しており、

特に支援対象である高齢者との気軽な会話や感謝の気持ちを伝えられることが利用者の気持ちの励みにな

っていることがうかがえる。また、利用者の約 1 割は「仕事をしていて辛いこと」があると回答している

が、身体的な理由以外では「高齢者が移動したり亡くなったりすると寂しい」「高齢者の悩みや相談を聞い

たとき」などの回答が寄せられており、高齢者への想い・共感する姿が読み取れる。 

⑤調査結果の中間まとめ 

ふるさとの会でケア付き就労（含むゲストハウス利用者）に従事する利用者は、男性が 9割を占める

ものの年齢層は 23歳～80歳までと非常に幅広い。 

利用者の 3分の 2は失業等によりかつて自宅を失った経験を持ち、健康状態も半数程度が何らかの疾

病を抱えていたり、神経症スクリーニングで「問題あり」との判定が出ている（特に若い世代ほど神経

症「問題あり」の割合が高い）。 

健康面以外では、若年層ほど家族・親戚との関わりが稀薄である割合が高く、また現在自宅以外の生

活者ほど一人暮らし経験がないなど、仕事以前にベースとなる生活を築く上での諸課題を多く抱えてい

ると考えられる。 

 利用者一人ひとりが抱えている課題は様々であり、ケア付き就労による働き方（業務内容、就労日数・

時間数）も多様である。現就労者の 8割以上は「今後も続けたい」という意向を示しており、その理由

も「仕事が自分にあっている」「仕事にやりがいがある」「やっている仕事が楽しい」など仕事に対する

肯定的な意見が上位を占めている。 

「ケア付き就労」とは、利用者一人ひとりの状態に合わせて柔軟に仕事をつくり出す仕組みであり、

業務に携わることで利用者自身が自ら社会生活や就労に対する意欲を高めるエンパワメント型の支援

である。ふるさとの会の職員は、利用者一人ひとりの抱える課題を受け止め、利用者の意向を尊重しな

がら生活面・就労面の双方からきめ細かく助言するなどの対応を行っている。そのような利用者の状態

に即した寄り添い型の支援が行われることにより、利用者自身に「仕事が自分にあっている」「やりが

いがある」という意識が芽生え、就労に取り組める環境がつくられていると考えられる。 
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12.9

0 20 40 60

楽しいことがある

辛いことがある
n=93

％

＜変化した内容（記載内容抜粋）＞ 
○生活が安定 
・以前は仕事を辞めたら寮を出なくちゃいけない。今は仕事が出

来て住まいと食事が得られる。 
・住所がとりあえず安定したことにより就職がしやすくなった 
○仕事が確保 
・短時間でも仕事あり、安定しているので助かる 
・働くことでメリハリが出た／・ストレスが感じなくなった 
○他者とのコミュニケーション 
・職員やアパートの隣人と話す機会が増えた。世の中が広くなっ

たことで前向きになった。 
・居宅訪問をしてもらい、話などが出来、他人の考え等も理解で

きるようになった 
○意欲の向上 
・働く意欲が出てきた。行動的になった。福祉に興味が出てきた。 
・就活への意欲ができ、規則正しい生活に戻った 
○他者への配慮 
・自分のことだけでなく他の人のことも気にかけることができる

ようになった 
・思いやり、人助けの気持ちを生かせるようになった 
○相談 
・相談する人が出来た。生活が安定して病気などの相談ができる

ようになった。 


